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輸入鉱石の現状(こついて

金属鉱石窟(その/)

まえがき

わ加国もこの4月1目から国際収支上の理由では為

替制限のできない八条国(IMF)に移行することに在った

ので鉱物資源の輸入も一部を除いては制限をうけるこ

とがなくなりつつある.国内鉱石についても低品位

でかつ埋蔵鉱量の少ない鉱石は良質で価格の安v･輸

入鉱石に依存することが多くなる傾向にある.そこで

現在わカミ国の主要金属鉱物資源カミ輸入鉱石によってど

のように依存されているがまだ海外の鉱山開発調査1ご

とのように技術援助をしているかについて簡単ではあ

るが解説してみることにした.なおわが国の金属鉱物

資源と埋蔵鉱量の問題についてはごく概略的ではある

カミ地質ニュｰスNo.61(1959-9p.6-12)に紹介し

た記事を参照されたい.なおここでは鉱物性燃料

��第1表わが国の輸入鉱石と金属の輸入滋格による比較議����単位:1,000ドル�

�鉱石および金属資源の種類�1955(30年)�比率��1962(37年〕�(比率)�

鉱石原科�{鉄鉱石非鉄金属鉱石非金属鉱石�81.5393315084ζg58�(51%)(20%〕(29%1�一31%13%18%�319.562161.887106,836�(54%)(28%)(18%〕�30%!6%五0%

�小計�162,005�(1⑪o%)�(62%)�588,285�{100%〕�(56%〕

金属原料�鉄くず鉄鋼非鉄金属くず非鉄､金属�6島75310.1316.6632ム671�(62%〕(10%)(7%〕121%)�24%3%2%9%�179.190112.16152.054103.836�(40%〕(25%)(12%〕123%)�17%1工%6%1O%

�小計�103,218�100%�38%�447,241�100%�似%

�総計�265,223��100%�1,035,526��100%

大町北一郎

1(石炭石油)および非金属鉱物資源の輸入につ〉'てば

別途紹介されるので省略した.

{資料:通産省篇一｢通商白書｣(各議鰯)および『本邦鉱業の趨勢｣よη再縄韓〕
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輸入鉱眉の現状

まずわカミ国の総輸み額(単位:ドノレ)のうちで金

属をうくるために輸入されている原料(金属鉱石および

くず類フは全体の約13%.(ig62年)も占めている一

これは国民の衣食住に必要な繊維原料(原毛綿花

13%)食料品(砂糖米小麦等13%)および勅

植物性原料品(木材生ゴム大豆'原皮讐17%)と

同等の位置をしめており鉱物資源の重要性と国民生活

に密接な関係にあることがおわかりと思う.とくに

第1図は7年前め1955年と1962年の総輸入額を1項目別

に比較したグラフであるがこれでみると繊維原料

食料品の輸入額減少に反比例するように金属鉱石および

くず類と機械類の輸入額カミ増加している.これは日本

の製造工業中心の経済成長が順調にのびつつあることを

もの雅たるものであろう｡先進工業国で鉱物資源の豊

富なアメリカでも原料鉱物資源の輸入額沸総輸入額の

約2%に当たりフランスでは約1%イギリスで約

1%西ドイツで約7%イタリアで約1晩(1962年

調)に狂っているカミこれら諸国の原料鉱物資源の輸入

額の大部分(約80%)は鉄鉱石の輸入によって占められ

ている現状である.そこで輸入鉱物資源(金属鉱が約

18種類で非金属鉱が約28種類になっている)をさらに

細かくみると第1嚢第2図･ム･遍に示されるご

とくである.

この表から考えられることはま

金属鉱石およぴず鉱石原料として輸入されるものの

くず類

うち約54%(1962)は鉄鉱石(合

マンガン鉄鉱を含む)で残りは
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第2図Aわが国の輸入鉱石原料および金屑原料の総輸入額

中の項目比率(1962:単位1,000ドル)(資料:通商白書)

第3表､Aアメリカの輸入鉱石と舞属の輸入価格による比較表

����(単位:王,C00ドル)

�鉱物および金属資源の種類�1961�比率�

鉱原�鉄鉱石�妻50,254'�(25%)�14%

石料�非鉄金属鉱石祭�.398,736�(40%)�23%

�非金属鉱石�354,446�(35%)�21%

�小計�1王,003,螂)�(100%〕�(59%)

金�鉄くず鉄鋼(譲締嚢)非鉄金属くず�7,696�(1.5%〕�0.5%

属��21,工99�13%)�1%

原��4,670�(軌5%〕�O.5%

�非鉄金属�63i,482�(89%〕�37%

料�フェロ･アロイ�43,366�(6%)�3%

�小計�708,組3�100%�41%

�総計�1,711,849��100%

�※おなのはマ!カノ､タ/グスァン､､錦､クロム鉄���､亜鉛鉱

��ボｰキサイト､鉛鉱､ユロンづイド,ニソクル鉱･.チタン鉱･コバルト鉱で��

�ある(資料:MineralsYとarも｡okvo}.1,196工より作成)���

ている.また金属原料についても同様に鉄類関係が

約65～70%近くをしめ非鉄金属関係は30～35%を占め

るにすぎない状況である.また鉱石原料と金属原料に

ついて輸入価格から1955年と1962年を比較すると

1955年頃は鉱石原料として輸入される比率が約62%であ
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第2図Bわが国の鉱石原料別の輸入額比率(単位:1,OOOドル)

第2表わが国の総輸入額にたいする鉱宿

および金属原科の比較(単位:1,000ドル)
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第5表･B主要副二おける国民一人当りの主要金属消費量

1960年(単位:kg)

1�鉄鋼i�ア竺夢ム1��銅1鉛j亜鉛�

日本�120�1.5�2.5�1.20�2.04

アメリカ�420�12.4�10.1�4.06�5.97

イギリス�330�5.8�11.1�5.51�5.31

西ドイツ�370�5.5�9.1�4.54�5.6近

`フフンス�310�4.O�6.9�3.22�3.81

ソ連�270�4.7�2.4�1.54�1.78
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主要国の国民1人当

りの主要金属消費量

グラフ(1960)�
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ったカミ7年後には約56%になり逆に金属として輸入さ

れる比率が多くなり約44%にも達している.'このこ

とは良質国内鉱石の不足と鉱石原料として輸入するより

地金および金属くずで輸入する方カミ加工業にとって

経済的に有利であるということを示すものと考えられ

る.また金属鉱石および金属(くずを含む)の総計と

してみてもつねに約60%は鉄鉱石および鉄鋼(鉄く

ずを含む)によって占められている.この現状を総輸

入額について比較検討したものが第2表でこの表

をみてもわかるように鉱層原料としての輸入額は総

輸入額の7%(1955)から10%(1962)に増額してい

るカミ金属原料まで含めると総輸入額の約18%(1962)

で鉱物性燃料(石炭･石油)の19%に近いものである

第4表わが国の輸入鉱石依存率表と国内鉱石の埋蔵鉱量

から日本の経済にとってかなり重要な位置をしめて

いることになる.

次にアメリカにおける輸入鉱石と金属原料について

日本の場合と同様に調べてみると第3表･Aに示す

ごとくである.これでみると日本(第1表)とは全く

様子をことにして鉱石原料のうち非鉄金属鉱石(輸

入観頂にみると銅鉱ボｰキサイトマンガン鉱亜

鉛鉱鉛鉱すず鉱チタン鉱クロム鉄鉱コロンバ

イトタングステン鉱コバノレト鉱等)の輸入カミ40%

第5表

わが国の金属鉱山の稼働状況(数字は鉱山数を示す)

���で鉱物性燃料(石炭･石油)の19%に近いものである��1955�1960�1961�1962

���第4表わが国の輸入鉱石依存鞭と国内鉱石の埋蔵鉱量金･銀鉱山��131�37�43�40

鉱石の種類�1955�1962�37.4.1現在埋蔵鉱量鰍4.1現在�銅I鉱山�201�141�126�102

錫鉱�9%�58%�100,810,OOOt〔Cu=1.65%X含有量1.666000t〕�鉛･正一鉛鉱山�39�33�36�27

鉛鉱�41%�32%�/1･舳(票:l11髪)(婁薯竈燃1:)�硫化鉄鉱山�131�30�20�14

亜鉛鉱�26%�27%������

���2.056000t(Sn=O.88%X含有量18,0⑪Ot〕�す一ずI鉱山�6�4�4�3

すず鉱�一�{6%������

アンチモン鉱�76%�91%�i�アンチモン鉱山�6�一4�3�2

水銀鉱�一�74%�976000t(Hg=O.21%〕(含有量2,OOOt〕�水銀鉱山�7�8�7�4

鉄鉱(整幽鷲)�63%�81%�鉄鉱石4皇,6里4,OOOt〔Fe=39.6%〕{含有夏I7,693,000t〕{砂鉄306,757,000t〔F置㎜12.4%)(睦38,073,OOOt〕�鉄鉱山�58�39�32�30

マンガン鉱洲�49%�57%�_酸化マンガン鉱石139,OOOセ㈹日0戸62%){〃87,000t)叢/金属マンガン鉱石5,285,O⑪0t㈹n竺25%〕(躬1説1000t〕�砂鉄鉱山�50�77�83�73

クロム鉄鉱洲�67%�83%�董1.706000t(Cr.0｡=28.5%){含有量30?,000t〕�マンガン鉱山�275�223�190�168

タングステン鉱淵�16%�72%�藩2.650000t(W0;≡O.61%〕(含有量16,000t〕�クロム鉄鉱山�14�11�7�7

モリブテ'ン鉱洲�39%�60%�轟三δ9,000t{MoS｡:4.92%〕{含有登&O00t〕�タングステン､鉱山�26�12�10�7

チタン鉄鉱榊�84%�96%������

ニソケル鉱雌�loo%�loo%�■I�モリブデン鉱山�9�6�7�6

バナジン鉱洲�lOO%�100%�一一�チタン鉄鉱山�12�2�2�2

ボｰキサイト淵�100%�loo%������

コバルト鉱洲�1oo%�loo%�一'�総鉱山数�965�627�570�485

白金鉱榊�100%�100%������

�������一■一1.[■一'一'■■⊥■1�

曇藪国内原蒋麺石の生産量と嵩入鉱石の輪ム量からみ主蟻入館菰依森率を示す

銅鉱鍋

伐科:通産室本邦鉱乗の邊努上｡作剣

鉱亜鉛鉱

黒廷べ鉱山数で示されている

(資料:通産省:本邦鉱業の趨勢より作成)

すず鉱アンチモン鉱

第4図わが国の輸入鉱石依存度を示すグラフ(1962)(本邦鉱業のすう勢から作成)�
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ついで非金属鉱石の35%鉄鉱石の25%になっているが

金属原料としては非鉄金属の輸入が89%でその大部

分をしめている.これは第3表･巫および第3

図に示されるように国民1人当たりの主要国におけ

る金属の消費量からみても日本はアメリカに比べてき

わめて低い位置におかれていることカ茎おわかりと思う.

相当の期間(3川5年)と費用を必要としてきている

(3)今までに獲得された鉱鑑についても高品位鉱肩の鉱量

が減少しつつあるため低品位鉱石を多量に選鉱処理し

て必要な生産量と品位を維持しなければならなくなっ

てきたので獲得鉱量の減少が早く新しく鉱量を発見

するだけの時間的よゆうがなくなりつつある

さて現在わカミ国がどの程度輸入鉱石(海外鉱石)に

依存しているかを知るために調べたもの余簗4表と

第4図で1955年と比較してある.この依存率は

主として各製錬所に受け入れられた国内鉱と海外鉱の比

率から計算したものである.この表からみてもわかる

ように鉛･亜鉛鉱を除V･ではいずれも50%以上は輸

入鉱石に依存してv･る状況である.しかしこれらの金

属鉱石の海外依存率が約90%以上を除いてはかならず

しも海外鉱に依存する比率が50%以上を必要と1しない場

合もあるが鉱石の品位と価格条件から国内鉱石の使用

量が少ない場合もある.また金属地金の輸入量カ増加

してくると第1表にみられるごとく輸入鉱石の量は総

体的に急激な増加はみられなく在る.しかしいずれ

にしても国内の諸鉱山の稼動状況が次第に小鉱山から大

鉱山(埋蔵鉱量の多v･鉱山をいう)に集中されているこ

とは第5表に示したわが国の金属鉱山の稼動状況

からみても推察することができる.すなわち自由化以

前の1955年に比べると1962年では約半分に近い金属鉱

山が休山状態に入っている.その理由は鉱石の種類

によって色々とあるが鉱床探査上の問題点をあげてみ

ると次のようなことが考えられる.

(1)高品位鉱石を主とする鉱量を多量に発見する機会が少な

くなりつつあるこのため小規模な鉱量と低品位鉱肩

をもっている鉱床では新しい鉱床を発見しないかぎり

採掘をつづけるこあは困難になりつつある

(2)最近では露頭鉱床を燦鉱し開発するよりも潜頭鉱

床を探鉱する場合が熱くな導つつあるため地質構造解

析に必要な基礎1調査から始めるために探鉱については

したカミって国内における鉱石の埋蔵鉱量の少ない鉱

種とか国内の製錬所の需要量を満足でき底い鉱石類の

充填は順次輸入に依存せざるをえなくなってくる.

そこで現在わが国の鉱物資源賦存状況からみて今後

の国内鉱と輸入鉱の依存率を分類してみる.

①

ほとんど海外資源に依存するもの

ニッケル鉱コバルト鉱バナジン鉱稀元素鉱(ジルコ

ニウムニオブタンタルグルマニウムベリリウム)

鉄鉱白金鉱ボｰキサイトチタン鉱

海外資源に依存を必要とするもの

すず鉱タングステン鉱モリブデン鉱水銀鉱クロム

鉄鉱蒼鉛鉱銅鉱耽鉱アンチモン鉱マンガン鉱

海外資源1二あまり依存を必要としないもの

金･銀鉱鉛･亜鉛鉱硫化鉄鉱砂鉄カトニウムセ

レンテルル

これらの鉱物資源は現在わが国で消費されているも

のから検討したもので①につv･ては国内埋蔵鉱量にほ

とんど期待できないもの②についてはその埋蔵鉱量に

やや期待できるもの③については今のところ相当期待

できるものである.

そこで他の先進国における海外鉱物資源の輸入状態の

中でそのほとんどを海外に依存しているものだけにつ

いて調べてみると壌6表のようになる.

この表からみてもわかるように主要先進国において

共通して不足している鉱物資源としてほニッケル鉱

マンガン鉱チタン鉱コバノレト鉱モリブデン鉱バ

ナジン鉱クロム鉄鉱すず鎮等があるけれどこれら

の鉱物資源についてわが国も同様にすべて輸入に依存

しなければならない状況は前述したとおりである､し

かしソ連花けは例外であら砂る鉱物資源の大部分ぽめ

ぐまれかつ豊富に埋蔵している唯一の国といってよい

であろう.しかし一般に金属鉱物資源の分布はそれ

ぞれの国における地質条件はあったような鉱床を生成し

ているのカ至当たり前であってその条件に見合わなv'鉱

床か生成されることはない.このことは鉱床の生成

すなわち金属鉱物資源の密集がある特定の地域紀限られ

ているをいう地殻の不均一性を物語るものであろう再�



�

輸入鉱眉の輸入坦について

次に最近わが国が輸入している金属鉱石の輸入量に

つv･て調べてみると第7表にみられるごとくその

輸入量は年々増加の一途をたどっている.すなわち7

年前の昭和30(1955)年に比較すると異常なほどの経

済成長ぶりがこの輸入量の増加からもうか添うことが

できる.なおこの表に示されていない他の少量非鉄卑

金属鉱石類(18,340トン)を始めとして硫酸焼鉱

(145,763トン)ニオブ鉱(コロンバイト)(11トン)

等も同時に輸入されている.しかしこの輸入量だけ

では鉱石の種類別による経済的重要性がよくわからな

いのでこれを輸入額によって示したものが第8表

でさらにこれらの関係をよリ明樹こするため1こ作成し

たグラフカミ第;5図である.このグラフから考えられる

ことは鉄鉱石は輸入鉱石の約68%近くをしめあとの

32%が非鉄金属を主とするものでまず銅鉱石カミ約17%

ニッケル鉱が約3%ボｰキサイト祉約2.7%マンガ

第7表最近のわが国の主要金属鉱;再輸入澱

��������

(単位:トン)

鉱石州�1955�1960�1961�1962

鉄鉱石�5,459,458�15,036,058�20,889,264�22,必5,332

銅鉱�44,169�463,305�434,282�522･482

鉛鉱�27,6ユ6�41,995�69,183�38,615

亜鉛鉱�10,854�109,520�188,408�144,699

すず鉱�0�84�775�942

ボｰキサイト�343,312�1･094･631�1,156,549�1,098,688

水銀鉱�184�一�317�443

アンチモン鉱�工､879�5,368�6,471�5,026

ニッケル鉱�307,530�945,923�1,04?,271�674･871

コバルト鉱�一�'�一�819

マンガ'ン鉱�175,628�241,994�368,595�395･422

クロム鉄鉱�57,906�279,132�324,{92�354･882

モリブデン鉱�248�3,885�5,232�1,306

タングステン鉱�161�2,881�4,087�2,ユ97

チタン鍬鉱�50,329�128･617�142,035�122･298

バナジン鉱�44�289�997�603

���(ぞ王料:木*瞼広襲:の趨勢よリイ乍成)�

第9表.A

(筑料水亭1蝿ム難の麦蔓勢よリイ乍成)

3%二･ソケル鉱

I.o%鉛鉱

i,3日町･l1蜘鉦.

第5図わが国の輸入金属鉱石の種類とその輸入額による比率

(1962単位:1,000円)

第8表1962年におけるわが国の輸

入金属鉱石とその輸入額

種類�輸入額�

�(単位:1,000円)�比率

鉄鉱石�114,575,102�68%

銅鉱�27,539,184�17%

鉛鉱�1,758,854�1%

亜鉛鉱'�2,412,189�1.3%

すず鉱�526,491�0.4%

ボｰキサイト�4,765,381�2.7%

一アンチモン鉱�505,570�0.4%

とツケル鉱�5,527,200�3%

マンガン鉱�4,338,531�2.6%

クロム鉄鉱�2,500,129�1.5%

モリブデン鉱�952,548�0.6%

タングステン鉱�769,552�O-5%

チタン鉄鉱�936,569�0.6%

バナジン鉱�12,456�･

硫酸焼鉱�467,337�0.2%

ニオブ鉱�16,458�一

その他の非鉄卑金属鉱�465,067�0.2%

合計�168,058,618�100%

(資料:本邦鉱業の趨勢よリ作成)

わが国に輸入されている主要海外鉱石(金属鉱石)の輸入量(地域別1961.1962)

鉄鉱看銀鉱鉛鉱

①裏面アジア鉋載1961-962

1.琉球一一

2.北峰一500

3.涼国楓鰍401.099

4.香港119.129121､概

5.中鋲一`

6.繭ペトナムｰ一

7.フ4可ビン1,蝋髄31,蝸一.905

8.インドネ…'ア1呵O-

9.〒レｰシア=亨レｰ〕㈹9.9蛇a楓側

10.r･レｰシア=ヨヒポ』レネオ,一一

11.マレｰシア{サラワク,一一

12.台湾一一

13､タイ19.43字､4斗239

14､ヒ』レrテｰ'

15.インド1.70&O刑ち199,9ヨ2

16.一ヒイロンｰ一

17.インド〔ゴア,乱15ム653ム他1.730

19ガポｰ'レｰ一

��������

側一一一

■i'一

一一1.5751､榊

一■■一

一1〃一'

■一一'

1和､欄1冊,脳一'

一'一'

1.弱6湖一一

一一一'

■■一'

エム側15.棚一一

一一'.

一一40ヨ伯7

1一一一

.一一一

一一'･

一郷一'

璽船

��

へ郷

1,1銅

4｡棚

ム211

��

アア･1計1W09521㈹1.7271田湖1螂652i0621312ヨ･珊

②太薄矧飽蟻

オｰストラljア121311讃.湖

7イジｰ島131736}078

ニュｰ･カレドニア梛一

二一･ヘブｰイス陽一一

太津川4計26側14MI7

鴉､姻29.醐ム{29欄,湖

79.湖29.oヨ目乱棚醐､湖

鉱

��

�匀

“02

孔㈱

10､螂

姐棚

肝･棚

η｡棚

マ:･所ン銃

��

�　

17,珊

�　

��

蝋鰯

竃､695

2ヨ乱"1

5斗鮒

事棚

57,1頸

��

㎜

L響

10-1則

4､脳

7.6硫

],榔

1仙､998

肌973

5斗η1

7,鰯

M､ヨ21

75.鵬

クロム鉄鉱

��

1軸,湖

���

6.7軸

㈰���

��

m3.5卵

���

茗.棚

1払臓

チタン鉄鉱

工9611962

1,仙15,6η

100一,醐

��

56､榊70.搬

一363

-2湖

5亀獅

仙､幽2

仙.腕

畠｡.螂

孤2㏄

孤206

二･,ケル鉱

����

1.O朗1､㎝6

�㌀

1ヰ､9里2M.983

���

1､㎝4､洲

1,014､銅1

Io峨

棚.舳

棚.概

{単位:)〕'

ボｰキサイト

��

岬

灘;

畿

�㈰㈶

��

1064欄

41I燗

���

��

�

匝

榊'52

洲1蜘

弘642

洲.茗13

£醐

一〇

コ凹2378

56｡湖

筑湖

{資料:本邦鉱業の樹勢および通商白書よ1〕再糧集〕�
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��鉄鉱看��銅鉱��鉛鉱��亜鉛鉱��マンガン鉱��クロム鉄鉱�チタン鉱�二･'ケル鉱���ボｰキサイト�

⑨繭アメ"カ飽蟻�1961�1962�1951�工962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�工962�1961�1962

1.ペルｰ�2■鋤､脚�ち495,242�硲5閉�31.039�30.376�25-0調�67I棚�軌26畠�9胴�o�一�一�1�一�`�■�一�i

2.ボリビア�一�一�乱020�一�ち慨�995�一�一�一�一�一�一�一�一�1�'�■�一

3､チ1,一�刎η.㎜�斗010.688�46､閉�皿0型�1.00ヨ�一�一�一�一�50B�一�'�一�■�一�一�■�一

4.アルゼンチン�一�1�1.001�蜘�一�i�一�i�■�一�一�一�'�1,116�一�一�一�■

5.ブラジル�棚.171�欄､781�一�'�i�一�一�一�島351�一�■�i�一�■�一�一�一�■

6.スリナム�一�一�一�一�一�i�一�■�一�一�i�一�･�■�一�一�馳8�一

7.英領ギアナ�i�一�■�一�■�一�■�一�一�一�一�一�一�■�一�一��

8.トリニダソド�����������������47.㈱�楓蘭1

�一�一�･�1�一�'�一�一�一�■�一�一�･�一�一�i�1,0型�一

9.･･イチ�■�･�&棚�1ち71島�一�一�一�i�■�一�一�一�一�■�'�一�一�一

10.ニカラグ7�一�I�25弱�0�一�一�一�一�i�■�一�一�■�.�`�一�■�`

南アメリカ小計�4,9蝋伽�5,969.711�90一棚�76.722�説･o肥�20.棚�研､仙6�阻欄�ヰ､測�508�皿�0�o�1,116�o�o�他761�斡33一

③北アメリカ塊械�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�i962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962

1.カナダ�u1;,醐�L胴1獅�M､醐�128.7ε1�1�'�■�一�一�一�'�一�茗9,387�■�15,卿�2{｡513�一�一

2.ア'ljオ�明611㎜�捌｡湖�324�60�斗蜘�2027�9､島93�茗.噛7�一�.�一�柵5�一�`�106�293�4�一

3.'キシコ�`�一�1｡醐�1,602�･�一�｡'1�一�一�一�■�一�一�一�一�■�一�一

北ア'ljオ･'計�}061,651�榊孤666�1年棚�130一蜘�3､卿�阯27�ヨ.8明�3.1島7�o�0�o�{鵬�39､蜥�o�1亀㎝2�2{｡島06�4�0

⑤7フ"カ鉋蟻�1951�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�19a1�1962�1961�一962�1961�ユ962�1961�1962�1961�1962

1南日テソア�4軸�楓蛎9�1119仙�1,棚�一�■�一�一�1,049�966�35.m3�241503�一�1�28�`�一�一

2一商ア共和国�伽､258�棚､301�M.926�5-109�一�･�一�1�狐㈱�36｡棚�20■5冊�]ヨ,榊�1｡凹7�ち鰯�175�309�'�一

3.ケニヤ�〒�■�斗仙｡�一�1�一�一�一�i�一�.�一�一�`�一�一�i�一

4.タンガニカ�一�i�榊�一�一�'�■�一�■�一�一�`�一�一�I�一�一�一

5.モザンビ叩ク�一�一�57�一�'�一�一�一�1,073�■�2029�一�一�■�一�一�一�一

6.函南アフリカ�一�一�4.醐�19･522�一�一�一�一�一�一�一�一�･�一�一�一�一�一

7.コンゴ{レオポルドビル〕�一�一�一�湖�･�1�一�i�一�■�一�一�一�i�一�`�一�一

8｡アンゴラ�20,320�30.棚�･�■�一�一�一�一�一�一�'�■�一�■�一�一�一�一

9.モ0･7コ�一�一�一�一�一�1�一�.�.�4｡㎝�一�一�■�一�一�一�一�一

O.象牙海岸�一�i�一�一�一�一�一�一�2劉5�ム{38�■�一�■�一�一�一�一�一

1｡ガｰナ�,�一�一�一�一�一�一�一�ユ452�2μ7個�■�一�一�一�一�i�一�'

2.ボ領ギニア�一�一�一�■�一�一�一�一�一�一�一�'�■�■�一�一�1,016�i

アフリオｰ肘�492062�7鴉.309�鵠■o07�26.醐�o�o�o�o�2π042�η｡棚�57,703�双2ε1�1､担7�茗O百5�203�茗09�一､010�o

ン鉱が約2.6%クロム鉄鉱カ茎約1.5%亜鉛鉱カ茎約1.3国)でバナジン鉱を除げば金属鉱石として約13種類

%鉛鉱が約1.0%で残りの6.9%の中にはチタンにおよんでいる.次いで太洋州地域(4カ国)北米

鉱モリブデン鉱タングステン鉱アンチモン鉱す地域(3カ国)および南米地域(10カ国)からそれ

ず鉱硫酸焼鉱バナジン鉱の順に輸入されている｡それ約9種類カミ輸入されてV'るがもっとも鉱物資源の

そしてこれらの主要金属鉱石カミどのような地域の国種類と埋蔵鉱量の多いアフリカ地域からは距離も相当

女からどの位の量がわカ主国に輸入されているのか知るたあるので今のところε種類でマンガン鉱とアンチモン

めに作成したものが第9･A･遜1C表である.こ鉱を除いではきわめて少量である.また種類の少ない

れをさらに地域別に整理したものが劉O表でこの表ヨｰロッバ(欧州)地域のうちマンガン鉱とクロム鉄

の各種の輸入金属鉱石がどのような地域からもっとも鉱はソ連の主としてアジア地域から輸入されているもの

多く輸入されているかを地域別の比率で示したグラフがで号の他ではタングステン鉱がおもなものである.中

第6図である.このような表と図からみてわかるこ近東地域は石油資源を除けばイラントルコのクロム

とはもっとも多くの種類の鉱石資源を輸入しているの鉄鉱以外に主たる金属資源を産出しなv'ので将来も金

は距離的に日本に近い位置にある東南アジア地域(19カ属鉱物資源カミこのような地域から輸入されることは少な

第9･B表わが国に輸入されている主要海外鉱石(金属鉱石)の輸入量(地域別1961.1962)

(単位:トン〕

第9表･C

わが国の主要海外鉱石(金属鉱石)の輸入量(地域別

��鉄鉱石��銅鉱��鉛鉱��亜^鉱��マンガン鉱��ク回ム鉄鉱��チタン鉄鉱��ニッケル鉱�ボｰキサイト�

⑥中近棄地較�1961�1952�]961�1962�1961�1962�1961�1952�19刷�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962�1961�1962

i.イスプエル�一一�一一�へ畠｡oユ�500t�■1�`1�'.�一�一ユ�'1�■�一t�'t�■一�一1�一t�.1�一一

2.イラン�■�一�･�一�一�一�50里�507�■�一�一�皿950�一�･�一�■�一�'

中近東小計�佃�o�{.soo�500�o�o�5睨�507�o�o�珂�12.9冊�o�0�o�0�0�o

⑦咳測地域�1961�ユ962�1961�1962�一961�1962�196]�1962�1961�1962�195i�1952�1961�1962�1961�1962�1961�1962

1.ソ星けシア塊区払{む〕�帥3h�'t�一1�一一�一t�'t�一一�一一�2叫蝸砒�略捌三�○皿｡35訓�犯.ヨ醐�1,222t�一一�`1�一1�.1�一1

2､西ドイツ�2�■�帥9�97�･�一�'�一�一�■�一�一�一�`�一�一�■�一

3.ポルトガル�9.醐�一�一�一�一�■�一�■�■�一�'�■�一�一�一�■�一�'

4.スペイニ･�103�■�■�'�･�一�一�一�一�一�`�一�一�■�■�一�■�一

5.オｰストリア�i�一�一�2拮邊6�■�一�■�2湖�･�1.930�■�一�一�一�一�一�■�■

6.ボｰランド�,�}�･�醐5�一�一�一�1�■�■�.�■�一�一�一�一�一�一

7､オランダ�'�一�H0�一�■�一�一�`�一�'�一�一�一�1�一�一�㎜�一

8.ペルキ･�一�一�一�一�■�一�2欄�一�一�一�一�一�一�一�一�■�･�■

9.キljシヤ�一�一�■�一�一�一�･�.�]10�一�一�■�一�一�一�一�一�一

lo.イギリス�一�一�'�･�･�.�一�一�一�一�一�一�1�一�一�一�6�一

欧.州小計�1τ09]�o�1,醐�斗㈱�o�o�ソ欄�色湖�20.肪｡�70,5]0�601350�79､捌�1､捌�o�0�o�㎝�0

����㈩

岬位:}〕�
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くないと考えられる.またこれらの輸入鉱物は自国で

製錬所を有しない低開発国がまたは自国に多量の埋蔵

鉱量を有する圏から輸入慈れる場合が多い.そして輸

入される金属鉱物資源は前述のように地域的な特性をも

っている｡またこの地域別にみた輸入金属鉱物資源を

5年前と比較する(地質二皿一スNo.61p.12参照)一

と地域的には南米およびアフリカ地域からの輸入量と

くに鉄鉱石銅鉱は増加しつつありこの他に太洋州地

域とくにオｰストラリアからの輸入に漸次依存するよう

になりっっある.これら地域別の依存状態の実状につ

いてはすでに述べたとおりであるがこのような地域別

とは別にひとつの国で多くの金属鉱物資源をわ淋国に輸

出している国について整理してみるとまず箆南アジ

ア地域ではフィリピンと韓国がもっとも多い.韓

国では輸出劉煩にみると鉄鉱石亜鉛鉱鉛鉱チタ

ン鉱マンガン鉱ニッケル鉱タングステン鉱モリ

鉛鉱ボｰキサイトマンガン鉱チタン鉱硫酸焼鉱

鉛鉱タングステン鉱のlO種類である'.北米珀域で

はアメリカで鉄鉱石亜鉛鉱鉛鉱モリブデン鉱

バナジン鉱ニッケノレ鉱タングステン鉱銅鉱コロ

ンバイトボｰキサイトの11種類に達し現在輸入さ

れている国々の中ではもっとも種類カミ多い.この他に

アフリカ地域では南ア共和国が鉄鉱石マンガン

鉱クロム鉄鉱銅鉱チタン鉱アンチモン鉱ニッ

ケノレ鉱の7種類におよんでアフリカ地域で今のとこ

ろもっとも多種にわたる高品位鉱石を多量に埋蔵し

産出する国と考えられ今後は他の金属鉱物資源沸日本

に輸出される可能性をもっている.

なお第9･A･B･C表に詳述できなかった他の輸入

金属鉱物資源としては①合マンガン鉄鉱石(1961年:

第11表わが国の金属鉱宿の輸入盤(単位:トン)
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136,784トンインドゴア南ア共和国1962年:171,953

トン)②硫酸焼鉱(1961年:213,265トンマラヤフ

ィリピンゴアオｰストラリア1962年:145,763)③

すず鉱(1961年:韓国5トンタイ664トンビルマ106

トン計775トン1962年:タイ790トンビルマ152ト

ン計942トン)④タングステン鉱⑤アンチ毛ン鉱

⑥モリブデン鉱⑦=1バルト鉱(1962年1コンゴ(レオ

ポルドビル819トン)⑧バナジン鉱(､96､年:西ドイツ

10トンアメリカ:566トン南ロｰデシア:421トン

計997トン1962年アメリカ:603トン)⑨コ回ンバ

イト(1961年:イギリス2トンアメリカ11ドンナ

イジェリア41トンモザンビック700トン計755トン

1962年:モサンビック11トン)等カ§知られている(④

⑤⑥については第1{表に示してある)｡このように

輸入されている金属鉱物資源の種類は少量のものまで

入れると約18種類におよびこれを輸入額からみて鉄

鉱石非鉄金属鉱石および総輸入金属鉱石の3つに分け

て各輸出国の占める割合いを知るために作成したのか第

7図である.このグラフから推察できることは鉄

鉱石を主とする輸出国と非鉄金属鉱を主とする輸出国

は一部を除けば全く異なっていることである.すなわ

ち鉄鉱石の場合はマラヤチリｰインドペノトゴア

(現在インド領)カナダフィリピンの順に非鉄金

属鉱石の場合はフィリピンカナダオｰストラリア

ヘノレｰニュｰカレドニアチリｰインドインドネ

シア西南アフリカの順に鉱石を輸入している.この

両者を総計した総輸入金属鉱石の輸入額からその比率を

みると地域別には東南アジア地域約43%南米地域約22

%北米地域約13%の順で国別にみるとその順位は次

のように分類規制されているようである.

①鉄鉱眉を主として輸出する国(マレｰシア(マラヤ)イ

ンドゴア)

②鉄鉱万と非鉄金属鉱石を多量に輸尚する国(テリｰペル

ｰカナダフィリピン)

③非鉄金属鉱石を多量に輸出する国(オｰストラリア)

④金属鉱肩の種類を多く輸出している国(韓国アメリカ

南ア共和国)

次に考えられることは前述してきた各地域における

主要な輸出国の中ではいったいどの位の鉱物資源を自

国内で生産しているのかまたわカ幅にまだ輸出されて

いないものにどのような種類の鉱物資源を埋蔵している

かなどがあるがこれらのことについては次回に説明さ

せていただく.(つづく)(筆者は鉱床部金属課)
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第11回太平洋会議のお知ら世(第2回)

1964年1月から3月にかけて行なわれた数回の準備

委員会によって地質部門の各研究連絡委員会を通じ

て提出されていたシンポジウム題目は整理統合され

下記の5つとなった.

これらの中に従来提唱されていた内容をすべて含む

がさらに他の部門にうつして実現されたものもある

㈮

㌮

�

�

�杲慴楯���慮�����晁���楮

thePaci五｡(生物)

Paci丘｡Pa1yno工｡gy(生物)

Sub㎜arineCon丘gurationanδGeological

AspectofthePaci丘｡Ocean(地球物理)

��楮�����楮��慣�楣��獰散楡�

referencetotheireco1ogy(海洋)

地質部門シンポジウム題目

1.AgeandNatureofthePaciicRi㎜Orogenesis

2.MesozoicandLateryolc狐童s㎜狐磁畑誠嚢凄

alterationinthePac旭｡

3.Minera1oge】=ieticProvince竃籔狐d置p⑪ch§量磁セh嬢

Paci丘｡Be工t

4.SeaLe∀e1Ch伽gesandC閉s傲Mwementof

thePaci五｡duringthePlioc黛篶餐劇ndPo銚一P王室｡-

捥��浥

5,TertiaryCorre1ationan也α{腕敏虻C途繊騨量瓜

thePac逝｡Rim

他の部門にうつされ実現されるもの

1.Cora1ReefinthePaci航(生物部門)
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以上は地質部門のみのテｰマだがこの他地質に関

連するものカミ地球物理･地球化学関係の部門にもあ

ることを付記しておく百

今後数勿月は上記各部門のシンポジウムテｰ嘩潟

よび一般講演の予窟件数匁とを公琢し海外へも連絡

しその内容を固めて砕くことぽ扱っている｡

なお現在エ2部門で㈹のシン妹ジウム｡狐の一般講演

のワク秘敢られており夏966年騒月22買～豪万五⑪胃婁

で3週間の会期(講演および巡検を含む)と抵った｡

各シンポジウムの内容の募集方法1受付方法などに

ついては各シンポジウムのC搬鴨雌(世話人)カ茎

決裏りてから,具体的にすすめられる予定である.
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